
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 岐阜県立岐阜工業高等学校 定時制課程 

実 施 期 間 平成２６年６月４日（水）、６月６日（金）、１１月１４日（金） 

 

実 施 概 要 

１ 授業参観  
    クラス担任の授業を主とする公開授業を実施 
２ 懇談会 

本校の教育活動について、保護者、学校評議委員、岐阜工業定時
制教育振興会役員、地域住民との意見交流会を実施 

 ３ 校内 生徒生活体験発表会 
クラス代表による生活体験発表を実施 

４ 人権に関する統一ＬＨＲ（人権講話） 
他者を尊重し、人と人とが好ましい関係を築きながら生き合う 
ことの大切さについて気づかされる内容の講話 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 ■交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 １６ 人 

計 ２０ 人 
地域関係者 ４ 人 

 

実 施 状 況 

○授業参観・懇談会                        
  生徒と一緒に給食の時間を過ごし、授業参観を通して学校での様子を
 見ていただいた。その後、定時制振興会役員を交え、地域の方、保護者
 と学校との懇談会を設けた。 

○校内 生徒生活体験発表会                    
  クラス代表ではあるが、体験発表を通して、人前で話す積極的な態度
 を養い、豊かな表現力や正しく話す態度、聞く態度を身に付けさせるこ
 とができた。また、その様子を希望した保護者に見ていただいた。 

○人権に関する統一ＬＨＲ（人権講話）               
   演 題 『いのち－生き合う』                
   講 師  岐阜県人権懇話会  会長 藤田 敬一  氏     
  人と人とが尊重し合い、好ましい関係を築きながら生き合うことの大
 切さについて考えさせる内容であった。 

 

成果及び課題 
○授業参観・懇談会                        
  本校に通う生徒の様子や定時制教育への理解をより深めていただく良
 い機会になった。今後も生徒の活躍している様子を発信していきたい。 

○校内 生徒生活体験発表会                    
  体験発表を通して、今の自分自身の生活の在り方・生き方を深く考え
 直せる良い機会になった。また、人前で話す積極的な態度と豊かな表現
 力、真剣に聞く姿を養うことができた。今後も続けていきたい。 

○人権に関する統一ＬＨＲ（人権講話）               
  講話に真剣に耳を傾ける生徒が多いことが印象的であった。生徒の適
 切な人権意識の構築に向けて大変意義のあるものであったと思われる。 

 


